
            

ホームページをご覧下さい  「鳥居のぶあき」の入力で検索できます 

９月定例会 鳥居のぶあきの一般質問から    

１） 防災について                               

問 毎年、市が自主防災訓練のテーマを１～２項目示せば目的が判りやすく、課題も見つけやすい 

答 地域の防災力向上に向け良い提案である。今後自主防災訓練に生かせるよう努めたい。 

問 98項目の防災訓練チェックシートを鳥居が作った。訓練時の準備や記録が残り､改善しやすい 

答 自主防災訓練の改善につなげられる。自主防災組織リーダー養成研修等で紹介して行きたい。 

問 中心市街地に市指定避難所、福祉避難所が中央行政センターしか無い。民間の施設に指定

協力避難所として協力を求め、避難場所を明示する責任がある。 

答 地元と民間施設とで話合いで話を進め、最後に市として必要があれば支援・協力はする 

要望  民間施設は、住民では相談に乗ってもらえない場合がある。市の主導で進めるべき。 

問 6月議会で緊急時の医療体制を整えるべきと提案したが、その後の市の考えは。 

答 緊急時の医療体制は遅れている。市と4師会、消防本部、地域防災組織で協議し具体的連携を作りたい。 

２） 山間地の未給水対策について 

問 山間地の未給水（水道が無い）世帯に限り、飲食料用の市販水購入に補助金制度を 

答 公平性、妥当性、的確性、財源等を考慮し内部で調査、研究が必要。 

問 未給水の地域の実情に応じた最適な方式の提案や業者の紹介等、住民要望に配慮を 

答 近隣の業者の案内はできる。課題、軽易な測量、概略設計、概略費用の積算等出来る範囲で支援したい 

 

３） 中心市街地活性化について 

問 山手町用地の代替地の進捗が見えない。今後の計画は。 

答 新図書館、総合保育施設の工事に使用中。建設終了後に対応を考える。               

問 山手町代替地は「街並み景観条例」を制定し調和のある街並みに 

答 今後の方向性が決まったら、街並み景観について検討し対応していきたい。 

問 飯能駅を降りたら森林文化都市が感じられるまちに。通りには街路樹を 

答 現在ある路地や板塀の活用、商店街の木質化による街並み作りを進めたい 

問 久下・六道線は１６メートルの計画だが、飯能駅北口駅前通りの幅員は何メートルか。 

答 15メートルで、歩道を50センチずつ拡げれば、久下六道線と同じになる。 

問 銀座通り、東銀座通り（久下・六道線）は電柱があり、歩行者、自転車に危険。電線の地中化を 

答 並行している通りから電線を引く方法等で、これらの通りから電柱を無くす検討をしたい 
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